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◆初めてのスパイスカレー体験

　「まずは目の前にあるスパイスをか

じってみてください」と言うとざわつ

く教室。机に並ぶ約20種類のスパイス

はほとんどの高校生にとって未知の

世界。好きになるかどうかは別として

まずは知ることから始まります。スパ

イス一粒を手に取り香りを確かめて

恐る恐るかじります。

　普段は、「飛騨スパイスカレー研究

所」というお店を営んでおり、昨年、吉

城高校・飛騨神岡高校の生徒とカレー

を作る機会をいただきました。吉城高

校ではゴールを「文化祭でのカレー販

売」に設定。夏休みに生徒たちと試作

を行い、飛騨産有機野菜を使った「柏

葉スパイスカレー」を販売し、240食を

完売しました。一方、飛騨神岡高校で

は、「フードデザイン」専攻のクラスに

て、神岡産の有機野菜と飛騨地鶏を

使った２種類のカレー作りを通し、

飛騨の農業の現状や食環境と向き合

いました。

◆食環境の源流から河口部へ

　このように飛騨スパイスカレー研

究所では、「食との向き合い方」に重き

を置いています。スパイスという未知

な食材の実態を知ることをきっかけ

に生産者の思いや取組み、安全性など

食環境の源流（上流部）への関心を育

むことがねらいです。食環境の源流に

位置する飛騨だからこそ学べる食の

実態があります。源流で得た学びが河

口部（それぞれの食卓）に広がってい

くことで日本の食環境は本来の豊か

さを取り戻す、スパイス探究を通じ

て、そんな食の未来を描いています。 

　　　　飛騨スパイスカレー研究所

初めてのスパイスを体験する生徒（吉城高校）

みんなが育て みんなが育つ 魅力あるまち

世代を超えた学び合い-スパイスから始まる「食」との向き合い方
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　一人暮らしをしていると、体調が

急変した時に不安を感じることがあ

ります。すぐに家族や友人に頼めな

い時、自分一人でも対応できるよう

に日頃からの備えが必要です。

　例えば、急に体調が悪くなった場

合、救急車を呼ぶべきか、しかし深

夜だとサイレンが近所迷惑になるの

ではと迷う時は、電話で『救急相談

センター（#7119）』を利用するこ

とができます。医師や看護師などの

医療関係者が対応し、救急車を呼ぶ

べきかの判断や医療機関を案内して

くれます。

　また、自宅での療養を余儀なくさ

れた場合にも自分ですぐに調理でき

るレトルト食品や冷凍食品、ミネラ

ルウォーター、体温計、解熱シー

ト、鎮痛剤を常備しておいたり、自

宅からすぐ行ける医療機関の診察ス

ケジュール（受付時間・休診日な

ど）や電話番号を事前にメモしてお

くとよいでしょう。

　最悪の場合として、病気や事故な

どで意思表示ができなくなったり、

突然亡くなるということも全くない

とは言い切れません。そんな時に、

警察や消防、医療機関やあらかじめ

指定した人からの照会があった場

合、事前に登録した情報をあなたに

代わって伝えることができる制度

「わたしの終末しんらい登録」があ

ります。

　登録できる内容としては●緊急連

絡先　●終末期の医療やケアなどの

希望　●通院先、アレルギー情報

●臓器提供の意思表示　●遺言書、

エンディングノートの保管場所　●

死後事務委任、葬儀等の生前契約情

報　などです。

　市内にお住まいの65歳以上の方

で、社会福祉協議会が配布するエン

デイングノートを作成済みの方や作

成を希望する方であれば、どなたで

も登録できます。安心材料の一つと

してどうぞお気軽にご利用くださ

い。

飛騨市終活支援センター

（飛騨市社会福祉協議会内）

0577-73-3214

もしもの時のために

はじめませんか？

そろそろ
終活

＜その69＞

お申し込みは下記まで

わたしの終末

しんらい登録

「検診の日」をつくろう

～保健師の願い～

連載の庭

　私は以前、総合病院で看護師とし

て勤務していました。その中で、多

くのがん患者さんに出会いました。

検診でがんが発見され、早期治療に

よって社会復帰を果たされた方もみ

えました。一方で、「もし検診を受

けていたら」「もう少し早い受診

だったら」と思ったことは、一度や

二度ではありませんでした。

　がんと聞くと「怖い病気」という

イメージがある方もみえると思いま

す。確かに令和４年の日本の死因第

１位は悪性新生物（がん）です。今

日、２人に１人が生涯において一度

はがんにかかると推計されており、

誰でもなる可能性のある病気です。

しかし、がんは早期発見・早期治

療、治療法の進歩もあり「不治の

病」から「付き合っていく」病気に

なりつつあります。

　まだ若いし元気だから、「自分は

大丈夫」と思い、仕事や子育てなど

で忙しいことを理由に、検診を後回

しにしていませんか。検診は健康な

生活を送るためのステップです。が

ん検診の対象者は症状のない「健

康」な人です。

　がん検診の目的は症状が出ないく

らい早期のがんを発見し、治療する

ことで、がんによる死亡率を低下さ

せることです。がんは早期の場合、

自覚症状がない場合も多いです。

　また、がん検診は一度受けて異常

がなければ「よし」ではありませ

ん。検診を定期的に受けることが大

切です。定期的に受けることで早期

のがんが発見できることも多いので

す。

　市では毎年がん検診を実施してい

ます。来年度の詳細な受診対象や検

査内容は１月に掲載する市のホーム

ページや、各世帯へ発送する住民検

診申し込み票の同封物に掲載しま

す。より多くの方に受診していただ

きたく、今年度から一部受診料を下

げています。

　健康はわたしたちの生活の基盤で

す。飛騨市の保健師は、「市民の皆

様の健康を少しでも守りたい」と思

い日々活動をしています。

　自分の健康を守るために「検診の

日」を設けてもらいたい、そう心か

ら願っています。

保健センター

0577-73-2948


